
 

 寒
さ む

い冬
ふゆ

でも感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さ く

の換
かん

気
き

は忘
わす

れて

はいけません。さて、換
かん

気
き

は向
む

かい合
あ

う窓
ま ど

を２つ以
い

上
じょう

開
あ

けてくださいね。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本地丘
ほんじがおか

小学校
しょうがっこう

 

令和
れ い わ

７年
ねん

１月
がつ

１０日
と お か

 

１月
がつ

の保健
ほ け ん

目標
もくひょう

 

寒
さむ

さにまけない

体
からだ

をつくろう 

 明
あ

けましておめでとうございます。さて、みなさんは冬
ふゆ

休
やす

みの健
けん

康
こ う

チェックカードのすべて色
いろ

を塗
ぬ

るこ

とができたでしょうか。冬
ふゆ

休
やす

みは、イベントも多
おお

くいつも通
どお

りの規
き

則
そ く

正
ただ

しい生
せい

活
かつ

はしづらかったかもしれ

ませんね。乱
みだ

れてしまった生
せい

活
かつ

リズムを、学
がっ

校
こ う

モードのリズムに切
き

り替
か

えていきましょう。 

 さて、冬
ふゆ

はおいしいものがたくさんありますが、よく噛
か

んで食
た

べていますか？おいしいからといってい

きおいよく、あまり噛
か

まずに食
た

べていませんか？ 

  

 そろそろ、３学期
が っ き

の身体
し ん た い

測定
そ く て い

が始
は じ

まります。また、次
じ

年度
ね ん ど

が始
は じ

まれば、歯科
し か

健
け ん

診
し ん

もおこないます。

よく噛
か

むことを心
こころ

がけて生
せい

活
かつ

してみましょう。 

 皮
ひ

ふのトラブル 

  メイク用品
ようひん

や金属
きんぞく

のアクセサリーなどにふくまれる成分
せいぶん

が皮
ひ

ふを刺激
し げ き

して、肌
はだ

荒
あ

れやアレルギーな

どの皮
ひ

ふトラブルを起
お

こすことがあります。子
こ

どもの皮
ひ

ふは大人
お と な

に比
く ら

べて未熟
みじゅく

なため、原因
げんいん

となる

成分
せいぶん

の刺
し

激
げき

を受
う

けやすい状
じょう

態
たい

です。将来
しょうらい

メイクなどができなくなってしまわないように健康
けんこう

な皮膚
ひ ふ

を

保
たも

つことを心
こころ

がけましょう。 

近
きん

年
ねん

、性
せい

別
べつ

問
と

わず楽
たの

しまれているメイクの落
お

とし穴
あな

 

アイシャドウやリップクリーム、二重
ふ た え

のり、

ヘアカラー剤
ざい

、金属製
きんぞくせい

のアクセサリーな

ど原因
げんいん

になるものはさまざまです 
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保護者の方へ 

明けましておめでとうございます。さて、これからま

すます寒くなりますね。生活リズムが乱れやすい年末

年始もあって、今は体調を崩しやすい状態と言えま

す。お子様とともに保護者の方もお体に気をつけてお

過ごしください。 

 さて、ここ数年特に子どもたちの心の不調が心配さ

れています。子どもは言語表現が難しい分、身体症

状にあらわれやすいと言われています。身体症状に

心の不調が隠れているかもしれません。早期発見が

カギとなります。引き続き、お子様の様子の観察にご

協力をお願いいたします。 
 

 寒い冬は、ポケットに手を入れ

て、体を丸めてあたためたくなり

ますね。 

 これは姿勢が悪くなるだけで

なく、転倒したときに頭部のけが

につながってしまいます。 

手袋などの防寒具を使って体

をあたためてくださいね。 

 むし歯とは、歯垢の中のばい菌がつくりだす酸

によって、歯がとけていく病気です。ばい菌は、砂

糖の入ったあまいものを食たべると、元気にはた

らいて、酸をつくります。 この酸によって、歯がと

かされます。 これが、むし歯のはじまりです。 

“だらだら食べ”は、歯の大敵！むし歯になりや

すいのは、砂糖を多く含んでいるお菓子です。 

 

また、歯の定期健診に行って歯の掃除をするこ

とや、むし歯を早期に治すことが大切です。  歯ブラシはペンを持つように握ります。口の

中には、デコボコがたくさんあります。奥歯の

みぞや歯と歯の間、歯と歯肉のさかいめな

ど、ハブラシが届きにくいところは、みがき残

しが多いので、とくに意識してください。 

 

 

 

1本1本の歯に対して、歯ブラシの角度を変

えながら、ていねいにみがくようにしましょう。 

今年度も学校歯科医さんと歯科衛生士さんを招いて、３年生を対象に歯み
がき指導を実施しました。 


